
離散数学 (14) 2013年 7月 30日
演習問題 岡本 吉央

注意： 解答がどのように導かれるのか，すなわち証明，を必ず書き下すこと．

補足問題 14.1 根つき木 T = (X,⪯)を考える．任意の Y ⊆ X に対して Y の最小上界が存在することを

証明せよ．

補足問題 14.2 種 s1, . . . , sn，形質 c1, . . . , cm，種形質行列M ∈ {0, 1}n×m が与えられているとする．ま

た，各 j ∈ {1, . . . ,m}に対して，Aj = {si | Mi,j = 1}と定義する．このとき，M から系統樹を作ること

ができるならば，集合 A1, . . . , Am の中の任意の 2つ Ai と Aj が

Ai ⊆ Aj , Ai ⊇ Aj , Ai ∩Aj = ∅

のいずれかを満たすことを証明せよ．

追加問題 14.3 次の種形質行列から系統樹を作ることができるか，判定せよ．系統樹を作ることができる

ならば，それを 1つ示せ．

c1 c2 c3 c4 c5

s1 1 1 0 0 0

s2 0 0 1 0 0

s3 1 0 0 0 1

s4 1 0 0 0 1

s5 0 0 1 1 0

s6 0 0 0 0 0

追加問題 14.4 次の不完全種形質行列から系統樹を作ることができるか，判定せよ．系統樹を作ることが

できるならば，それを 1つ示せ．

c1 c2 c3 c4 c5

s1 1 1 0 0 ?

s2 0 ? 1 1 ?

s3 ? 0 1 1 0

s4 0 0 ? ? ?

s5 0 ? 1 0 1

s6 0 1 ? ? 0
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